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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１種の顔料；
　（ｂ）以下の構造から選択される第１の界面活性剤：
【化１】

　式中、Ｒ１～Ｒ５は、それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキルから選択
され、そしてｎおよびｍは、独立して、ｎ＋ｍが２～９の範囲であるように整数から選択
される；
　（ｃ）下記の構造（ｉ）から選択される第２の界面活性剤：
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　　（ｉ）
【化２】

　式中、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルから選択され、ここでＯＨは、該
Ｃ１～Ｃ１４アルキル中のいずれかの炭素に結合されていてよく、ｐは１以上であり、そ
してｑは１もしくは２である、ならびに、
　（ｄ）少なくとも１種の溶媒、
を含んでなるインクジェットインク組成物。
【請求項２】
　前記第１の界面活性剤が、構造Ａから選択され、かつｎ＋ｍが２～８の範囲にある、請
求項１記載のインクジェットインク組成物。
【請求項３】
　前記第１の界面活性剤が、構造Ｂから選択され、かつＲ５がＣ３～Ｃ２０アルキルから
選択される、請求項１または２記載のインクジェットインク組成物。
【請求項４】
　前記第２の界面活性剤が（ｉ）から選択され、かつｐが１～５の範囲にある、請求項１
～３のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
【請求項５】
　前記第１および第２の界面活性剤の合計が、前記組成物中に、前記組成物の全質量に対
して０．０５質量％～５質量％の範囲の量で存在する、請求項１～４のいずれか１項記載
のインクジェットインク組成物。
【請求項６】
　前記インクジェットインク組成物が、水性分散液である、請求項１～５のいずれか１項
記載のインクジェットインク組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の溶媒が、前記組成物中に、前記組成物の全質量に対して、１質量
％～６０質量％の範囲の量で存在する、請求項１～６のいずれか１項記載のインクジェッ
トインク組成物。
【請求項８】
　前記第１の界面活性剤が、５％エチレングリコール／水混合物中に０．５％未満の溶解
度を有する、請求項１～７のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
【請求項９】
　前記第１の界面活性剤が、５％の２－ピロリドン／水混合物中に０．５％未満の溶解度
を有する、請求項１～７のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
【請求項１０】
　前記第１の界面活性剤が、５％グリセロール／水混合物中に０．５％未満の溶解度を有
する、請求項１～７のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１種の溶媒が、グリセロール、アルキレングリコール、アルキレンジオ
ール、アルキレントリオール、２－ピロリドン、１－ヒドロキシエチルピロリドン、キシ
リトール、およびソルビトールから選択される、請求項１～１０のいずれか１項記載のイ
ンクジェットインク組成物。
【請求項１２】
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　前記顔料が、前記インク組成物中に、前記組成物の全質量に対して、１質量％～２０質
量％の範囲の量で存在する、請求項１～１１のいずれか１項記載のインクジェットインク
組成物。
【請求項１３】
　前記顔料が、自己分散顔料である、請求項１～１２のいずれか１項記載のインクジェッ
トインク組成物。
【請求項１４】
　前記顔料が、酸化カーボンブラックまたは有機基が結合された顔料から選択される、請
求項１～１３のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
【請求項１５】
　前記顔料が、ポリマー分散された、請求項１～１４のいずれか１項記載のインクジェッ
トインク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　新規な界面活性剤系を含むインク組成物が開示されている。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットインク組成物中の１種もしくは２種以上の可変要素を最適化することに
よってインクジェット印刷性能を向上させる継続した必要性が存在している。多くの開発
が、光学密度（Ｏ．Ｄ．）などのパラメータを向上させるように顔料に焦点を合わせてい
る。しかしながら、インク組成物は、典型的には、他の成分、例えば溶媒および界面活性
剤を含んでおり、それらが顔料と連係し、そして全体の印刷能力に影響を与える可能性が
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、インク組成物の継続した開発の必要性がなお残っている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　１つの態様では、以下の（ａ）～（ｄ）を含む、インクジェットインク組成物が提供さ
れる。
　（ａ）少なくとも１種の顔料；
　（ｂ）アルコキシル化アルキン含有アルキレンジオールおよびＮ－アルキルピロリドン
から選択された第１の界面活性剤、ここで第１の界面活性剤は、５％グリセロール／水混
合物中に０．５％未満の溶解度を有している；
　（ｃ）以下の（ｉ）～（ｉｉ）から選択された第２の界面活性剤、
　　（ｉ）直鎖もしくは分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルを含むアセレンアルコール、または、
　　（ｉｉ）アルコキシル化リン酸エステル；ならびに、
　（ｄ）少なくとも１種の溶媒。
【０００５】
　他の態様では、以下の（ａ）～（ｄ）を含むインクジェットインク組成物が提供される
。
　（ａ）少なくとも１種の顔料；
　（ｂ）下記の構造から選択される第１の界面活性剤、
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【化１】

　式中、Ｒ１～Ｒ５は、それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキルから選択
され、そしてｎおよびｍは、独立して、ｎ＋ｍ≧１であるように整数から選択される；
　（ｃ）以下の構造（ｉ）～（ｉｉ）から選択される第２の界面活性剤、
　　（ｉ）

【化２】

　式中、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルから選択され、ここでＯＨが、Ｃ

１～Ｃ１４アルキル中のいずれかの炭素に結合されていてよく、ｐは≧１であり、そして
ｑは１もしくは２である、あるいは、
　　（ｉｉ）

【化３】

および、それらの混合物、
　式中、Ｒ７およびＲ８は、独立して、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ７アルキル、Ｃ５～Ｃ２

０アリール、Ｃ６～Ｃ２５アルカリル、およびＣ６～Ｃ２５アラルキルから選択され、ｒ
およびｓは独立して１～７の範囲の整数から選択され、そしてＭ＋は、対イオンである；
ならびに、
　（ｄ）少なくとも１種の溶媒。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１Ａ】図１Ａは、好ましい界面活性剤－溶媒相互作用を備えた界面活性剤鎖が吸着さ
れた顔料の概略図である。
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【０００７】
【図１Ｂ】図１Ｂは、好ましくない界面活性剤－溶媒相互作用を備えた界面活性剤鎖が吸
着された顔料の概略図である。
【０００８】
【図２】図２は、２種の異なる紙上に印刷された例１のインク組成物についてのドローダ
ウンＯ．Ｄ．の棒グラフである。
【０００９】
【図３】図３は、例２の試料１および比較試料１についての、印刷密度に対するＯ．Ｄ．
のプロットである。
【００１０】
【図４】図４は、例２の試料２および比較試料２についての、印刷密度に対するＯ．Ｄ．
のプロットである。
【００１１】
【図５】図５は、例２の試料１ならびに比較試料３および４についての、印刷密度に対す
るＯ．Ｄ．のプロットである。
【００１２】
【図６】図６は、例２の試料１および比較試料５および６についての、印刷密度に対する
Ｏ．Ｄ．のプロットである。
【００１３】
【図７】図７には、例３の試料３（右）および比較試料１（左）の、Verso Influence Gl
ossオフセット紙上のＬ＝１４０での光学顕微鏡写真が示されている。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　インクジェット印刷では、高光学密度（Ｏ．Ｄ．）が、高解像度でばかりではなく、中
／低解像度でも望ましい。Ｏ．Ｄ．は、ドット密度によって影響受けるが、ボンド紙では
、ドットのより大きな拡張はドット間の白色面積を最小化するので、Ｏ．Ｄ．は、増加し
たドットの拡張で向上させることができる。対照的に、コート紙へ印刷する場合には、イ
ンク液滴のパドリングはしばしば問題であり、パドリングは、典型的にはインク液の浸透
を向上させることによって低減される。しかしながら、高Ｏ．Ｄ．は、紙表面上の高い顔
料密度からもたらされるので、向上したインク浸透は、Ｏ．Ｄ．には有害である可能性が
ある。
【００１５】
　印刷および紙の処理の種類によって、インク製造業者は、しばしば例えば上記のような
、潜在的に競合する効果を釣り合わさせることに直面させられる。インクジェットインク
中の界面活性剤は、表面張力を変更するのに用いられ、それが、印刷ヘッドにおけるイン
クの移送、発射チャンバーからの液滴の放出、ならびに基材への液滴の拡張および浸透の
１つもしくは２つ以上を促進することができる。有機溶媒は、粘度調整およびノズルの乾
燥を防止するために、湿潤剤としてインクジェットインク中に用いられる。
【００１６】
　１つの態様では、（１）基材（例えば、紙）中へのインクの浸透を最小化することによ
ってドット密度を維持すること、および／または（２）基材上に堆積された場合に、イン
クの拡張を高めること、を促進する界面活性剤系が提供される。
【００１７】
　１つの態様では、基材へのインクの浸透は、インク組成物の液体媒質に限定された溶解
度を有する界面活性剤で最小化される。このことは、全ての紙の種類（例えば、コートま
たは非コート）について有用である可能性がある。いずれかの理論によって拘束されるこ
とは望まないが、界面活性剤は、顔料表面に吸着して、そして立体的な安定性を付加する
ことができる。他の安定化力としては、表面処理、被包によって与えられた静電気的力ま
たは立体的力（steric forces）、あるいは当業者に知られているいずれかの他の形態の
安定化が挙げられる。しかしながら、幾つかの例では、界面活性剤の吸着によって付加さ
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ける安定な形態から、急速に凝集された状態に移行するために望ましくない可能性がある
。この凝集された状態は、印刷に際して良好な光学密度を生成させることができる一方で
、付加された安定性は、粒子の凝集を妨害する可能性がある。また、有機溶媒は、界面活
性剤が顔料表面に吸着する能力に影響を与える可能性がある。
【００１８】
　いずれかの理論によって拘束されることは望まないが、界面活性剤－溶媒の相互作用の
影響が、図１Ａおよび１Ｂ中に概略的に示されている。自己分散顔料が、有機溶媒および
界面活性剤を含む液体媒質中に配置された場合には、界面活性剤は、顔料表面に選択的に
吸着する。図１Ａには、その表面上に界面活性剤鎖２ａが吸着された顔料４を示しており
、その中で、鎖２ａは、良好な界面活性剤－溶媒相互作用によってよく伸長されており、
立体安定性を促進することが示されている。対照的に、図１Ｂには、好ましくない界面活
性剤－溶媒相互作用の結果として、縮められた状態で吸着された鎖２ｂが示されている。
そのような好ましくない相互作用は、実際に顔料の立体的安定性を最小化させることがで
き、それによって凝集を促進させ、それがより高い光学密度をもたらすことが見出された
。そのような効果は、全ての紙の種類（例えば、コートまたは非コート）に印刷する場合
に有用であることができる。
【００１９】
　液体媒質への限定された溶解度の１つの試験は、界面活性剤が、液体媒質中に０．５％
未満の溶解度を有するか否かを定めることである。１つの態様では、インク組成物は、水
系である液体媒質、例えば、少なくとも５０％の水、または少なくとも８０％、または少
なくとも９０％の水、を含んでいる。１つの態様では、インク組成物は、少なくとも１種
の溶媒を、インク組成物の全質量に対して、１質量％～６０質量％、例えば１質量％～５
０質量％、１質量％～４０質量％、１質量％～３０質量％、１質量％～２０質量％、１質
量％～１０質量％、または１質量％～５質量％の範囲の量で含む、溶媒／水混合物である
液体媒質を含んでいる。１つの態様では、インクジェットインク組成物は、水性分散液で
ある。
【００２０】
　１つの態様では、界面活性剤は、５％溶媒／水混合物中に０．５％未満の溶解度を有し
ており、このことで、基材へのインクの浸透を最小化することができる界面活性剤を示す
ことができる。１つの態様では、少なくとも１種の溶媒は、グリセロール、アルキレング
リコール（例えば、モノ－、ジ－、トリ－、およびテトラ－エチレングリコール）、アル
キレンジオール、アルキレントリオール、２－ピロリドン、１－ヒドロキシエチルピロリ
ドン、キシリトール、およびソルビトール、およびそれらの混合物から選択される。溶媒
／水混合物のための例示的な溶媒が、以下に更に詳細に記載されている。例えば、界面活
性剤は、５％グリセロール／水混合物中に０．５％未満の溶解度、５％エチレングリコー
ル／水混合物中に０．５％未満の溶解度、または５％２－ピロリドン／水混合物中に０．
５％未満の溶解度、を有している。
【００２１】
　従って、１つの態様では、液体媒質に限定された溶解度を有し、それが凝固／凝集を促
進することができ（そしてインクの浸透を最小化することができ）、それが向上したドッ
ト密度、そして従って向上したＯ．Ｄ．値をもたらすことができる界面活性剤が提供され
る。１つの態様では、界面活性剤は、ノニオン性界面活性剤、例えば、アルコキシル化（
例えば、エトキシル化）アルキン－含有アルキレンジオールおよびＮ－アルキルピロリド
ンから選択される。１つの態様では、界面活性剤は、インクの浸透を最小化することがで
きる第１の界面活性剤である。１つの態様では、第１の界面活性剤は、下記の構造から選
択される。
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【化４】

　式中、Ｒ１～Ｒ５は、それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキルから選択
され、そしてｎおよびｍは、独立して整数から、ｎおよびｍの少なくとも１つが１以上で
ある、例えばｎ＋ｍ≧１であるように選択される。他の態様では、ｎ＋ｍは、１～９、例
えば１～８、１～７、１～６、１～５、２～９、２～８、２～７、２～６、または２～５
の範囲である。１つの態様では、Ｒ５は、直鎖および分岐Ｃ３～Ｃ２０アルキル、例えば
直鎖および分岐Ｃ３～Ｃ１２アルキルから選択される。１つの態様では、Ｒ１～Ｒ４は、
それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１２アルキルから選択される。
【００２２】
　式Ａの例示的な界面活性剤としては、Air Products and Chemicals, Inc.から商業的に
入手可能なSurfynol（商標）440およびDynol（商標）604が挙げられる。式Ｂの例示的な
界面活性剤としては、International Specialty Productsから商業的に入手可能な、Surf
adone（商標）（例えば、Surfadone（商標）LPシリーズ）の商品名で、商業的に入手可能
なものが挙げられる。
【００２３】
　他の態様では、基材上に堆積された場合に、インクの拡張を促進する界面活性剤系が提
供される。インクが拡張することを促進することによって、基材（例えば、紙）上に堆積
されたインク液滴は、その基材のより大きな面積を被覆し、それがまた向上したＯ．Ｄ．
をもたらす。いずれかの特定の理論によって拘束されることは望まないが、インクが拡張
することを促進することができる界面活性剤は、紙表面との界面への速い拡散速度；媒質
中で不十分に水和されている（媒質との低減された相溶性）；小粒子径；および／または
界面活性剤ミセルの急速解離定数（界面活性剤ミセル形成の最小化が、顔料表面と連結す
るのに利用可能な界面活性剤分子の数を増加させる）から選択される１つもしくは２つ以
上の基準を有している。１つの態様では、インクが拡張するのを促進する界面活性剤は、
より多孔質の紙の種類、例えばボンド紙に有用である。
【００２４】
　１つの態様では、界面活性剤系は、少なくとも第１および第２の界面活性剤を含み、こ
こで、第１の界面活性剤は、上記のように、ドット密度を維持する機能を実現させ、そし
て第２の界面活性剤は、インクが拡張することを促進する機能を実現させる。
【００２５】
　１つの態様では、第２の界面活性剤は、ノニオン性またはアニオン性であることができ
るが、アセチレンアルコール、例えば、直鎖もしくは分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキル、例えば
直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１２アルキルを含むアセチレンアルコールから選択される。１つ
の態様では、界面活性剤は、アルキレンオキシド単位を含まない（例えば、エチレンオキ
シド単位を含まない）。通常は、そのようなアルキレンオキシドは、水溶液中で水和する
傾向にあり、それが水素結合のために大き過ぎる抗力（drag）を引き起こす可能性がある
。
【００２６】
　１つの態様では、第２の界面活性剤は、以下の構造から選択される。
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【化５】

　式中、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルから選択され、ここでＯＨが、Ｃ

１～Ｃ１４アルキル中のいずれかの炭素に結合されていてよく、ｐは≧１であり、そして
ｑは１もしくは２である。当業者は、ｑが２である場合には、構造Ｃは、アルキレン単位
のそれぞれの炭素に結合された「Ｒ６－(ＯＨ)ｐ」基を含むことを理解するであろう。
【００２７】
　１つの態様では、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１２アルキルから選択される。１つ
の態様では、ｐは１～５の範囲である。
【００２８】
　式Ｃの例示的な界面活性剤としては、Air Products and Chemicals, Inc.から商業的に
入手可能なSurfynol（商標）61が挙げられる。
【００２９】
　他の態様では、２つの界面活性剤系が提供され、その中で第１の界面活性剤は、液体媒
質に限定された溶解度を有し、そして第２の界面活性剤は、インク液の浸透を促進する。
１つの態様では、向上したインキ液体の浸透は、紙表面上により少ない液体しか与えず、
それがより速い乾燥時間をもたらすことができる。そのような界面活性剤は、インク液滴
のパドリングが問題を起こす可能性があるコート紙上に印刷する場合に有用であることが
できる。第２の界面活性剤は、イオン性またはノニオン性であることができる。１つの態
様では、第２の界面活性剤は、アルコキシル化（例えば、エトキシル化）リン酸エステル
から選択される。１つの態様では、第２の界面活性剤は、以下の構造の１つ、

【化６】

および、それらの混合物から選択され、
　式中、Ｒ７およびＲ８は、独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ７アルキル、Ｃ５～Ｃ２０

アリール、Ｃ６～Ｃ２５アルカリル、およびＣ６～Ｃ２５アラルキルから選択され、ｒお
よびｓは独立して１～７の範囲の整数から選択され、そしてＭ＋は、対イオンである。１
つの態様では、Ｍ＋は、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、ＮＲ’４

＋から選択された対イオンであ
り、ここでＲ’は、水素または有機基、例えば置換もしくは非置換Ｃ５～Ｃ２０アリール
および直鎖、分岐、および環式Ｃ１～Ｃ２０アルキルを表す。
【００３０】
　式ＤまたはＥの例示的な界面活性剤としては、Croda International Plcから商業的に
入手可能なCrodafos（商標）MPH1Aリン酸エステルが挙げられる。
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【００３１】
　１つの態様では、第１および／または第２の界面活性剤（例えば、第１および第２の界
面活性剤の合計）は、インクジェットインク組成物の全質量に対して、０．０５質量％～
５質量％の範囲の量、例えば０．１質量％～５質量％、または０．５質量％～２質量％の
範囲の量で存在する。
【００３２】
　多角的な商習慣規模の（custom-scale）商業的印刷のための増大する必要性により、イ
ンクジェットを基にする技術は、オフセット技術などの技術に対して、その柔軟性および
より低コストのために、優位性を示してきた。商業的な印刷（または高速印刷）としては
、業務用（transactional）印刷、書籍印刷（市販本、教養書など）、ダイレクトメール
、および雑誌の印刷が挙げられる。商業的な印刷は、デスクトップ／オフィス印刷とは、
速度、信頼性および印刷品質の点で異なっている。高速インクジェット印刷は、枚葉給紙
または巻取り紙式（web fed）であることができる。巻取り紙式（Web press）インクジェ
ット印刷は、連続紙のウエブ上に分当たりに数百フィートの速度で印刷するように開発さ
れた商業的な印刷技術である。（対照的に、デスクトップ印刷の速度は、通常は黒色単独
で、５０ページ／分未満である。）１つの態様では、高速印刷は、４色印刷で、少なくと
も１００フィート／分の速度で行われる。高速印刷の発射頻度は、少なくとも１５ｋＨｚ
である。（デスクトップ印刷の発射頻度は、より低い印刷速度のために、典型的には１５
ｋＨｚ未満である。）
【００３３】
　高印刷速度は、Ｏ．Ｄ．を損なう可能性があり、より低い解像度をもたらす。大抵の印
刷用途においてＯ．Ｄ．の向上が望まれるが、１つの態様では、ここに開示された界面活
性剤系を含むインク組成物は、商業的な印刷用途のために有用であることができる。
【００３４】
＜顔料＞
　顔料は、固体材料、通常は粒子状の形態または容易に粒子状に形成される形態、例えば
プレスされた塊（pressed cake）である。顔料は、当業者に通常用いられるいずれかの種
類の顔料、例えば黒色顔料および他の着色顔料、例えば、青、黒、茶、シアン、緑、白、
紫、マゼンタ、赤、オレンジ、または黄顔料であることができる。また、異なる顔料の混
合物を用いることができる。黒色顔料の代表的な例としては、種々のカーボンブラック（
Pigment Black 7）、例えばチャンネルブラック、ファーネスブラック、ガスブラック、
およびランプブラックが挙げられ、例えば、Cabot Corporationから入手可能なRegal（商
標）、Black Pearls（商標）、Elftex（商標）、Monarch（商標）、Mogul（商標）および
Vulcan（商標）カーボンブラック（例えばBlack Pearls（商標）2000、Black Pearls（商
標）1400、Black Pearls（商標）1300、Black Pearls（商標）1100、Black Pearls（商標
）1000、Black Pearls（商標）900、Black Pearls（商標）880、Black Pearls（商標）80
0、Black Pearls（商標）700、Black Pearls（商標）570、Black Pearls（商標）L、Elft
ex（商標）8、Monarch（商標）1400、Monarch（商標）1300、Monarch（商標）1100、Mona
rch（商標）1000、Monarch（商標）900、Monarch（商標）880、Monarch（商標）800、Mon
arch（商標）700、Regal（商標）660、Mogul（商標）L、Regal（商標）330、Regal（商標
）400、Vulcan（商標）P）として販売されているカーボンブラックが挙げられる。他の供
給者から入手可能なカーボンブラックを用いることができる。着色顔料の好適な種類とし
ては、例えばアントラキノン、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、ジアゾ
、モノアゾ、ピラントロン（pyranthrones）、ペリレン、ヘテロ環式イエロー、キナクリ
ドン、キノロノキノロンおよび（チオ）インジゴイドが挙げられる。そのような顔料は、
多くの供給源、例えばBASF Corporation、Engelhard Corporation、Sun Chemical Corpor
ation、Clariant、およびDianippon Ink and Chemicals (DIC)から、粉末またはプレスさ
れた塊（cake）の形態で商業的に入手可能である。１つの態様では、顔料は、第一級アミ
ンを有しない。
【００３５】
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　フタロシアニンブルーの例としては、銅フタロシアニンブルーおよびその誘導体（Pigm
ent Blue 15）が挙げられる。キナクリドンの例としては、Pigment Orange 48、Pigment 
Orange 49、Pigment Red 122、Pigment Red 192、Pigment Red 202、Pigment Red 206、P
igment Red 207、Pigment Red 209、Pigment Violet 19、およびPigment Violet 42が挙
げられる。アントラキノンの例としては、Pigment Red 43、Pigment Red 194（Perinone 
Red）、Pigment Red 216（Brominated Pyrathrone Red）およびPigment Red 226（Pyrant
hrone Red）が挙げられる。ペリレンの例としては、include Pigment Red 123（朱）、Pi
gment Red 149（深紅）、Pigment Red 179（栗色）、Pigment Red 190（赤）、Pigment V
iolet、Pigment Red 189（黄味掛かった赤）およびPigment Red 224が挙げられる。チオ
インジゴの例としては、Pigment Red 86、Pigment Red 87、Pigment Red 88、Pigment Re
d 181、Pigment Red 198、Pigment Violet 36、およびPigment Violet 38が挙げられる。
ヘテロ環式イエローの例としては、Pigment Yellow 117およびPigment Yellow 138が挙げ
られる。顔料の他の好適な例としては、黄色顔料、例えば、Pigment Yellow 1、74、128
、139、155、180、185、213、218、220、および221、赤色顔料、例えば、Pigment Red 17
7、185、254、および269、青色顔料、例えば、Pigment Blue 16および60、オレンジ顔料
、例えば、Pigment Orange 168、ならびに緑色顔料、例えば、Pigment Green 7および36
が挙げられる。他の好適な着色顔料の例が、Colour Index、第３版（The Society of Dye
rs and Cikiyrusts、1982）に記載されている。
【００３６】
　顔料は、色相パランスを修正する、そして光学密度を調整するために付加的な染料を更
に組み込むことができる。そのような染料としては、食用色素、ＦＤ＆Ｃ染料、酸性染料
、直接染料、反応性染料、フタロシアニンスルホン酸の誘導体、例えば銅フタロシアニン
誘導体、ナトリウム塩、アンモニウム塩、カリウム塩、およびリチウム塩が挙げられる。
【００３７】
　１つの態様では、顔料は、例えば酸化カーボンブラックおよび少なくとも１種の有機基
が結合された顔料から選択された、自己分散された顔料である。そのような自己分散され
た顔料は、ここに開示されたいずれかの顔料を改質することによって調製することができ
る。
【００３８】
　１つの態様では、自己分散された顔料は酸化カーボンブラックである。１つの態様では
、「酸化カーボンブラック」は、通常は７．０未満のｐＨを有するカーボンブラック顔料
であり、それが、表面に結合されたイオン性基もしくはイオン化可能基、例えば１種もし
くは２種以上のアルコール（フェノール、ナフトール）、ラクトン、カルボニル、カルボ
キシル（例えば、カルボン酸）、無水物、エーテル、およびキノンを特徴付ける。カーボ
ンブラックの酸化の程度は、これらの基の表面濃度を決定する可能性がある。１つの態様
では、酸化カーボンブラックは、非改質カーボンブラック、例えば、チャンネルブラック
、ファーネスブラック、ガスブラック、およびランプブラックから選択された顔料、を酸
化することによって得られる。例示的な非改質カーボンブラックとしては、Regal（商標
）、Black Pearls（商標）、Elftex（商標）、Monarch（商標）、Mogul（商標）、および
Vulcan（商標）、例えばBlack Pearls（商標）1100、Black Pearls（商標）900、Black P
earls（商標）880、Black Pearls（商標）800、Black Pearls（商標）700、Black Pearls
（商標）570、Elftex（商標）8、Monarch（商標）900、Monarch（商標）880、Monarch（
商標）800、Monarch（商標）700、Regal（商標）660、およびRegal（商標）330としてCab
ot Corporationから商業的に入手できるものが挙げられる。カーボンブラックの代表的な
酸化剤としては、酸素ガス、オゾン、過酸化物、例えば過酸化水素、過硫酸塩、例えば過
硫酸ナトリウムおよび過硫酸カリウム、次亜塩素酸、例えば次亜塩素酸ナトリウム、硝酸
、遷移金属含有酸化剤、例えば過マンガン酸塩、四酸化オスミウム、酸化クロム、硝酸セ
リウムアンモニウム、ならびにそれらの混合物（例えば、ガス状酸化剤、例えば酸素およ
びオゾンの混合物）が挙げられる。他の態様では、酸化カーボンブラックは、商業的な供
給源、例えばCabot Corporationから商業的に入手可能なBlack Pearls（商標）1400、Bla
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ck Pearls（商標）1300、Black Pearls（商標）1000、Black Pearls（商標）L、Monarch
（商標）1000、Mogul（商標）L、およびRegal（商標）400から得られる。
【００３９】
　１つの態様では、顔料は少なくとも１種の有機基が結合されており、ここで「結合され
た」有機基は、吸着された基とは、数時間（例えば、少なくとも４、６．８，１２、もし
くは２４時間）のソックスレー抽出で結合された基が顔料から取り除かれないことで区別
することができる。他の態様では、有機基は、その有機基が、出発の有機処理材料を溶解
することができるが、しかしながら処理された顔料を分散できない溶媒もしくは溶媒混合
物で繰り返し洗浄した後に、取り除くことができない場合には、顔料と結合されている。
更に他の態様では、「結合された」は、結合、例えば共有結合、例えば、求核または有機
基に結合もしくは共有結合された顔料、を表している。
【００４０】
　有機基は、脂肪族基、環式有機基、または脂肪族部および環式部を有する有機化合物で
あることができる。１つの態様では、有機基はジアゾニウム塩を、過渡的であったとして
も、形成することができる第１級アミンから誘導されるジアゾニウム塩を介して結合され
ている。結合の他の方法は、以下に記載されている。有機基は、置換または非置換、分岐
または非分岐であることができる。脂肪族基としては、例えばアルカン、アルケン、アル
コール、エーテル、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、および炭水化物から誘導された基
が挙げられる。環式有機基としては、脂環式炭化水素基（例えば、シクロアルキル、シク
ロアルケニル）、ヘテロ環式炭化水素基（例えば、ピロリジニル、ピロリニル、ピペリジ
ニル、モルホリニルなど）、アリール基（例えば、フェニル、ナフチル、アントラセニル
）、およびヘテロアリール基（イミダゾリル、ピラゾリル、ピリジニル、チエニル、チア
ゾリル、フリル、インドリル、およびトリアゾリル、例えば１，２，４－トリアゾリルお
よび１，２，３－トリアゾリル）が挙げられるが、それらには限定されない。
【００４１】
　１つの態様では、少なくとも１種の結合された有機基は、少なくとも１種のイオン性基
、イオン化可能基、あるいはイオン性基およびイオン化可能基の混合物を含んでいる。イ
オン性基は、アニオン性基またはカチオン性基のいずれかであることができ、そして反対
の電荷の対イオン、例えば無機もしくは有機対イオン、例えばＮａ＋、Ｋ＋、Ｌｉ＋、Ｎ
Ｈ４

＋、ＮＲ’４
＋、アセテート、ＮＯ３

－、ＳＯ４
－２、Ｒ’ＳＯ３

－、Ｒ’ＯＳＯ３
－、ＯＨ－、またはＣｌ－、と会合していることができ、ここでＲ’は、水素あるいは有
機基、例えば置換もしくは非置換アリールまたはアルキル基を表している。イオン化可能
基は、使用する媒質中でイオン性基を形成することができるものである。アニオン性基は
、負に荷電したイオン性基であり、アニオンを形成することができるイオン化可能置換基
（アニオン化可能基）、例えば酸性置換基、を有する基から発生させることができる。カ
チオン性基は、正に荷電した有機イオン性基であり、カチオンを形成することができるイ
オン化可能置換基（カチオン化可能基）、例えばプロトン化アミンから発生させることが
できる。アニオン性基の具体的な例としては、－ＣＯＯ－、－ＳＯ３

－、－ＯＳＯ３
－、

－ＨＰＯ３
－；－ＯＰＯ３

－２、または－ＰＯ３
－２が挙げられ、そしてアニオン化可能

基の具体的な例としては、－ＣＯＯＨ、－ＳＯ３Ｈ、－ＰＯ３Ｈ２、－Ｒ’ＳＨ、または
－Ｒ’ＯＨを挙げることができ、ここでＲ’は、水素あるいは有機基、例えば置換もしく
は非置換アリール、またはアルキル基を表す。また、カチオン性基またはカチオン化可能
基の具体的な例としては、アルキルまたはアリールアミンが挙げられ、それらは酸性媒質
中でプロトン化されて、アンモニウム基、－ＮＲ’２Ｈ＋を形成することができ、ここで
Ｒ’は、有機基、例えば置換もしくは非置換アリール、またはアルキル基を表す。有機イ
オン性基としては、米国特許第5,698,016号明細書中に記載されているものが挙げられ、
これを参照することによって本明細書の内容とする。
【００４２】
　例えば、結合された基は、有機基、例えばベンゼンカルボン酸基（－Ｃ６Ｈ４－ＣＯＯ
Ｈ基）、ベンゼンジカルボン酸基、ベンゼントリカルボン酸基、ベンゼンスルホン酸基（



(12) JP 6194116 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

－Ｃ６Ｈ４－ＳＯ３Ｈ基）、またはそれらの塩であることができる。また、１つの態様で
は、顔料表面上へイオン基またはイオン化可能基を導入する表面改質を用いることができ
る。
【００４３】
　１つの態様では、カーボンブラックは、例えば以下の特許中に詳述されているように、
ジアゾニウム処理によって少なくとも１種の有機基で改質されている、米国特許第5,554,
739号、第5,630,868号、第5,672,198号、第5,707,432号、第5,851,280号、第5,885,335号
、第5,895,522号、第5,900,029号、第5,922,118号、第6,042,643号、第6,534,569号、第6
,398,858号、および第6,494,943号明細書（高剪断条件）、第6,372,820号、第6,368,239
号、第6,350,519号、第6,337,358号、第6,103,380号、第7,173,078号、第7,056,962号、
第6,942,724号、第6,929,889号、第6,911,073号、第6,478,863号、第6,472,471号明細書
、および国際公開第2011/143533号（これらを参照することによって本明細書の内容とす
る）。１つの態様では、この結合は、ジアゾニウム反応によって与えられ、そこでは少な
くとも１種の有機基はジアゾニウム塩置換基を有している。他の態様では、直接結合は、
例えば米国特許第6,068,688号、第6,337,358号、第6,368,239号、第6,551,393号、第6,85
2,158号明細書（これらを参照することによって本明細書の内容とする）中に記載された
ジアゾニウムおよび安定したフリーラジカル法を用いることによって形成することができ
、そこでは、少なくとも１種のラジカルと少なくとも１種の粒子との反応を用いており、
そこではラジカルは少なくとも１種の遷移金属化合物と少なくとも１種の有機ハライド化
合物との、ラジカル捕捉が可能な１種もしくは２種以上の粒子などの存在下での相互作用
から生成される。１つの態様では、有機基は、アミノ官能化された芳香族化合物、例えば
、４－アミノベンジルアミン（４－ＡＢＡ）、３－アミノベンジルアミン（３－ＡＢＡ）
、２－アミノベンジルアミン（２－ＡＢＡ）、２－アミノフェニルエチルアミンン、４－
アミノフェニル－（２－スルファトエチル）－スルホン（ＡＰＳＥＳ）、ｐ－アミノ安息
香酸（ＰＡＰＡ）、４－アミノフタル酸（４－ＡＰＡ）および５－アミノベンゼン－１，
２，３－トリカルボン酸から誘導される。
【００４４】
　１つの態様では、少なくとも１種の有機基は、カルシウムを結合することができ（例え
ば、カルシウム指数値（calcium index values）で規定される）、例えば国際公開第2007
/053564号中に記載されたそれらの有機基が挙げられ、その記載を引用することによって
本明細書の内容とする。例えば、有機基は、少なくとも１種のジェミナルビスホスホン酸
基、その部分エステル、またはその塩、例えば、式－ＣＱ（ＰＯ３Ｈ２）２を有する基、
その部分エステル、またはその塩を含み、ここでＱは、ジェミナル位に結合されており、
そしてＨ、Ｒ、ＯＲ、ＳＲまたはＮＲ２であることができ、ここでＲ’’は、同じでも異
なっていてもよく、上記で規定されており、またはＨ、Ｃ１～Ｃ１８の飽和もしくは不飽
和、分岐もしくは非分岐のアルキル基、Ｃ１～Ｃ１８の飽和もしくは不飽和、分岐もしく
は非分岐のアシル基、アラルキル基、アルカリル機、またはアリール基であることができ
る。更に、米国特許第5,672,198号、第5,922,118号、第6,042,643号および第6,641,656号
明細書には、種々の結合された基、例えばホスホン酸基を有する改質顔料が開示されてお
り、その開示を参照することによって本明細書の内容とする。
【００４５】
　更に他の態様では、少なくとも１種のカーボンブラックは、米国特許第5,837,045号明
細書、第6,660,075号明細書および国際公開第2009/048564号（少なくとも１つの置換基に
よって活性化されたＣ－Ｃ二重結合もしくは三重結合を含む有機化合物との反応）または
米国特許出願公開第2004/0171725号、米国特許第6,664,312号、第6,831,194号（無水物化
合物との反応）、第6,936,097号明細書、米国特許出願公開第2001/0036994号、第2003/01
01901号明細書（－Ｎ＝Ｎ－Ｎ－基を有する有機基との反応）、カナダ特許第2,351,162号
明細書、欧州特許第1394221号明細書、および国際公開第01/51566号（少なくとも１種の
電子吸引試薬および少なくとも１種の求核試薬の間の反応）、国際公開第04/63289号、第
2010/141071号（Ｈ２Ｎ－Ａ－Ｙとの反応、ここでＡはヘテロ原子である）、および国際
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公開第99/23174号（これらを参照することによって本明細書の内容とする）の方法を用い
て改質される（例えば、官能基を結合させる）ことができる。代表的な有機基の更なる例
が、米国特許第5,571,311号、第5,630,868号、第5,707,432号、第5,955,232号、第5,922,
118号、第5,900,029号、第5,895,522号、第5,885,335号、第5,851,280号、第5,837,045号
、第5,713,988号、および第5,803,959号明細書、国際公開第96/18688号、および国際公開
第96/18690号に記載されており、それらの開示を参照することによって本明細書の内容と
する。
【００４６】
　結合された有機基の量は、改質カーボンブラックの所望の用途および結合された基の種
類によって変化させることができる。例えば、有機基の合計の量は、窒素吸着（ＢＥＴ法
）によって測定して、約０．０１～約１０．０（基のマイクロモル数）／ｍ２（顔料の表
面積）、例えば、約０．５～約５．０マイクロモル／ｍ２、約１～約３マイクロモル／ｍ
２、または約２～約２．５マイクロモル／ｍ２であることができる。
【００４７】
　１つの態様では、分散液は、インクジェットインク組成物中の最終的な量が、インクジ
ェットインクの性能に悪影響を与えることなく、所望の画像品質（例えば、光学密度）を
与えるのに有効であるように、顔料の量を与えるように配合することができる。１つの態
様では、顔料は、組成物の全質量に対して、１質量％～１０質量％の範囲の量で、例えば
組成物の全質量に対して、２質量％～１０質量％、３質量％～１０質量％、２質量％～７
質量％、または３質量％～７質量％の範囲の量で存在している。
【００４８】
　１つの態様では、顔料は、上記のように改質することができ、または非改質であること
ができ、そしてインクジェットインク組成物は、顔料を分散または更に分散するようにポ
リマー分散剤を含んでいる（「ポリマー分散された」）。１つの態様では、顔料はポリマ
ーで被包されている。また、分散剤は、天然もしくは合成ポリマー分散剤であることがで
きる。天然ポリマー分散剤の具体的な例としては、タンパク質、例えば、膠（glue）、ゼ
ラチン、カゼイン、アルブミン；天然ゴム、例えばアラビアゴムおよびトラガカントガム
；グルコシド、例えばサポニン；アルギン酸、およびアルギン酸誘導体、例えばアルギン
酸プロピレングリコール、トリエタノールアミンアルギネート、およびアルギン酸アンモ
ニウム；ならびにセルロース誘導体、例えばメチルセルロース、カルボキシメチルセルロ
ース、ヒドロキシエチルセルロース、およびエチルヒドロキシセルロースが挙げられる。
合成ポリマー分散剤を含むポリマー分散剤の具体的な例としては、ポリビニルアルコール
、ポリビニルピロリドン、アクリルもしくはメタクリル樹脂（しばしば「（メタ）アクリ
ル」と記載される）、例えばポリ（メタ）アクリル酸、アクリル酸－（メタ）アクリロニ
トリル共重合体、（メタ）アクリル酸カリウム－（メタ）アクリロニトリル共重合体、酢
酸ビニル－（メタ）アクリル酸エステル共重合体および（メタ）アクリル酸－（メタ）ア
クリル酸エステル共重合体；スチレン－アクリルもしくはメタクリル樹脂、例えばスチレ
ン－（メタ）アクリル酸共重合体、スチレン－（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸
エステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－（メタ）アクリル酸共重合体、スチ
レン－α－メチルスチレン－（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体
；スチレン－マレイン酸共重合体；スチレン－マレイン酸無水物共重合体、ビニルナフタ
レン－アクリルもしくはメタクリル酸共重合体；ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体
；ならびに酢酸ビニル共重合体、例えば酢酸ビニル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－脂
肪酸ビニルエチレン共重合体、酢酸ビニル－マレイン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－
クロトン酸共重合体および酢酸ビニル－アクリル酸共重合体；ならびにそれらの塩、が挙
げられる。
【００４９】
溶媒
　１つの態様では、少なくとも１種の溶媒は、水に溶解性または混和性である。他の態様
では、少なくとも１種の溶媒は、水性の加水分解条件（例えば、熱時間効果（aging）条
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件下での水との反応、例えばエステルおよびラクトンの加水分解）に対して化学的に安定
である。１つの態様では、少なくとも１種の溶媒は、水の誘電率よりも低い誘電率、例え
ば、２０℃で約１０～約７８の範囲の誘電率、を有している。好適な溶媒の例としては、
低分子量グリコール（例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、テトラエチレングリコール、ジプロピレングリコール、エチレングリコー
ルモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコー
ルモノメチルもしくはモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、
ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、
およびテトラエチレングリコールモノブチルエーテル）；アルコール（例えば、エタノー
ル、プロパノール、イソ－プロピルアルコール、ｎ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチル
アルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、２－プロピン－１－オール（プロパルギルア
ルコール)、２－ブテン－１－オール、３－ブテン－２－オール、３－ブチン－２－オー
ルおよびシクロプロパノール）；約２～約４０個の炭素原子を含むジオール（例えば、１
，３－ペンタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，４
－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，５－ヘキサンジオール、２，６－
ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール（２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオ
ール）、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオー
ル、１，６－ヘキサンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、およびポリ（エチレ
ン－コ－プロピレン）グリコール、ならびに．それらのアルキレンオキシド、例えばエチ
レンオキシド、例えばエチレンオキシドおよびプロピレンオキシド、との反応生成物）；
約３～約４０個の炭素原子を含むトリオール（例えば、グリセリン（グリセロール）、ト
リメチロールエタン、トリメチロールプロパン、１，３，５－ペンタントリオール、１，
２，６－ヘキサントリオールなど、ならびにそれらのアルキレンオキシド、例えばエチレ
ンオキシド、プロピレンオキシド、およびそれらの混合物、との反応生成物）；ポリオー
ル（例えば、ペンタエリスリトール）；アミド（例えば、ジメチルホルムアルデヒドおよ
びジメチルアセトアミド）；ケトンまたはケトアルコール（例えば、アセトンおよびジア
セトンアルコール）；エーテル（例えば、テトラヒドロフランおよびジオキサン）；ラク
タム（例えば、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、およびε－カプロラクタ
ム）；尿素または尿素誘導体（例えば、ジ－（２－ヒドロキシエチル）－５，５－ジメチ
ルヒダントイン（dantacol）および１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン）；内部塩
（例えば、ベタイン）；ならびにヒドロキシアミド誘導体（例えば、アセチルエタノール
アミン、アセチルプロパノールアミン、プロピルカルボキシエタノールアミン、およびプ
ロピルカルボキシプロパノールアミン、ならびにそれらのアルキレンオキシドとの反応生
成物）が挙げられる。更なる例としては、サッカリド（例えば、マルチトール、ソルビト
ール、グルコノラクトンおよびマルトース）；約２～約４０個の炭素原子を含むスルホキ
シド誘導体（対称の、または非対称の）（例えばジメチルスルホキシド、メチルエチルス
ルホキシド、およびアルキルフェニルスルホキシド）；ならびに約２～約４０個の炭素原
子を含むスルホン誘導体（対称の、または非対称の）（例えばジメチルスルホン、メチル
エチルスルホン、スルホラン（テトラメチレンスルホン、環状スルホン）、ジアルキルス
ルホン、アルキルフェニルスルホン、ジメチルスルホン、メチルエチルスルホン、ジエチ
ルスルホン、エチルプロピルスルホン、メチルフェニルスルホン、メチルスルホラン、お
よびジメチルスルホラン）が挙げられる。有機溶媒は、有機溶媒の混合物を含むことがで
きる。
【００５０】
他の添加剤
　１つの態様では、界面活性剤に加えて、インクジェットインク組成物は、その組成物の
安定性を維持しながら、多くの所望の性質を与えるために、１種もしくは２種以上の好適
な添加剤を、更に含むことができる。他の添加剤は、当技術分野においてよく知られてお
り、湿潤剤、殺生物剤および殺菌剤、バインダー、例えばポリマーバインダー、ｐＨ調節
剤、乾燥促進剤、浸透剤などが挙げられる。特定の添加剤の量は、種々の因子に応じて変
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わる可能性があるが、しかしながら通常は、インクジェットインク組成物の質量を基準と
して、０．０１質量％～４０質量％の範囲の量で存在する。１つの態様では、少なくとも
１種の添加剤は、インクジェットインク組成物の総質量に対して、０．０５質量％～５質
量％の範囲の量、例えば、０．１質量％～５質量％の範囲の量、０．５質量％～２質量％
の範囲の量で存在する。
【００５１】
　また、湿潤剤および、少なくとも１種の有機溶媒以外の水溶性有機化合物を、例えば、
ノズルの閉塞を防止する目的で、ならびに紙への浸透（浸透剤）、向上した乾燥（乾燥促
進剤）、および抗荒れ性（anti-cockling properties）を提供する目的で、本発明のイン
クジェットインク組成物に加えることができる。１つの態様では、湿潤剤および／または
水溶性化合物は、０．１％～１０％の範囲の量、例えば１％～１０％の量、または０．１
％～５％、もしくは１％～５％の範囲の量で存在する。
【００５２】
　用いることができる湿潤剤および他の水溶性化合物の具体的例としては、低分子量グリ
コール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
テトラエチレングリコール、およびジプロピレングリコール；約２～約４０個の炭素原子
を含むジオール、例えば１，３－ペンタンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－
ペンタンジオール、１，４－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，５－ヘ
キサンジオール、２，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール（２，２－ジメチ
ル－１，３－プロパンジオール）、１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール
、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，２，６－ヘキサントリオ
ール、ポリ（エチレン－コ－プロピレン）グリコールなど、ならびにそれらのアルキレン
オキシド、例えばエチレンオキシド、例えばエチレンオキシドおよびプロピレンオキシド
との反応生成物；約３～約４０個の炭素原子を含むトリオール誘導体、例えばグリセリン
、トリメチロールプロパン、１，３，５－ペンタントリオール、１，２，６－ヘキサント
リオールなど、ならびにそれらのアルキレンオキシド、例えばエチレンオキシド、プロピ
レンオキシド、およびそれらの混合物との反応生成物；ネオペンチルグリコール、（２，
２－ジメチル－１，３－プロパンジオール）など、ならびにそれらのアルキレンオキシド
、例えばエチレンオキシドおよびプロピレンオキシドの、いずれかの所望のモル比で広範
囲な分子量の材料を形成する、反応生成物；チオジグリコール；ペンタエリスリトールお
よび低級アルコール、例えば、エタノール、プロパノール、イソ－プロピルアルコール、
ｎ－ブチルアルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、およびｔｅｒｔ－ブチルアルコール
、２－プロピン－１－オール（プロパルギルアルコール）、２－ブテン－１－オール、３
－ブテン－２－オール、３－ブチン－２－オールおよびシクロプロパノール；アミド、例
えばジメチルホルムアルデヒドおよびジメチルアセトアミド；ケトンまたはケトアルコー
ル、例えばアセトンおよびジアセトンアルコール；エーテル、例えばテトラヒドロフラン
およびジオキサン；セロソルブ、例えばエチレングリコールモノメチルエーテルおよびエ
チレングリコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチル（またはモノ
エチル）エーテル；カルビトール、例えばジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノエチルエーテル、およびジエチレングリコールモノブチルエーテ
ル；ラクタム、例えば２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドンおよびε－カプロラ
クタム；尿素および尿素誘導体；内部塩、例えばベタインなど；前述の材料のチオ（硫黄
）誘導体、例えば１－ブタンチオール；ｔ－ブタンチオール１－メチル－１－プロパンチ
オール、２－メチル－１－プロパンチオール；２－メチル－２－プロパンチオール；チオ
シクロプロパノール、チオエチレングリコール、チオジエチレングリコール、トリチオ－
またはジチオ－ジエチレングリコールなど；ヒドロキシアミド誘導体、例えばアセチルエ
タノールアミン、アセチルプロパノールアミン、プロピルカルボキシエタノールアミン、
プロピルカルボキシプロパノールアミンなど；前述の材料とアルキレンオキシドとの反応
生成物；ならびにそれらの混合物が挙げられる。更なる例としては、サッカリド、例えば
マルチトール、ソルビトール、グルコノラクトンおよびマルトース；多価アルコール、例
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えばトリメチロールプロパンおよびトリメチロールエタン；Ｎ－メチル－２－ピロリドン
；１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノン；約２～約４０個の炭素原子を含むスルホキ
シド誘導体、例えばジアルキルスルフィド（対称および非対称スルホキシド）、例えばジ
メチルスルホキシド、メチルエチルスルホキシド、アルキルフェニルスルホキシドなど；
ならびに約２～約４０個の炭素原子を含むスルホン誘導体（対称および非対称スルホン）
、例えばジメチルスルホン、メチルエチルスルホン、スルホラン（テトラメチレンスルホ
ン、環状スルホン）、ジアルキルスルホン、アルキルフェニルスルホン、ジメチルスルホ
ン、メチルエチルスルホン、ジエチルスルホン、エチルプロピルスルホン、メチルフェニ
ルスルホン、メチルスルホラン、ジメチルスルホランなどが挙げられる。そのような材料
は、単独でまたは組み合わせて用いることができる。
【００５３】
　また、殺生物剤および／または殺菌剤をここに開示した水性分散液またはインクジェッ
トインク組成物に加えることができる。細菌はしばしばインクノズルよりも大きく、そし
て閉塞、並びに他の印刷トラブルを発生させる可能性があるために、殺生物剤は細菌の成
長を防止するために重要である。有用な殺生物剤の例としては、安息香酸塩もしくはソル
ビン酸塩、およびイソチアゾリノンが挙げられるが、それらには限定されない。１つの態
様では、殺生物剤および／または殺菌剤は、本組成物の総質量に対して、０．０５質量％
～５質量％、０．０５質量％～２質量％、０．１質量％～５質量％、または０．１質量％
～２質量％の量で存在する。
【実施例】
【００５４】
例１
　この例は、界面活性剤系および、インクジェットインク組成物に混合された場合のＯ．
Ｄ．との相関関係を記載している。
【００５５】
　表１は、溶媒／水混合物（５％グリセロール、エチレングリコール（ＥＧ）、または２
－ピロリドン（２Ｐ））中の界面活性剤Surfynol（商標）440およびSurfynol（商標）465
の溶解度試験の結果を与えている。
【００５６】
【表１】

【００５７】
　表１から、Surfynol（商標）440は、溶媒／水混合物に限定された溶解度を有している
が、一方で、Surfynol（商標）465は、全ての溶媒、水の組合わせに非常に溶解性である
ことを理解することができる。
【００５８】
　表２は、溶媒（５質量％、グリセロール、エチレングリコール（ＥＧ）、および２－ピ
ロリドン（２Ｐ））、および界面活性剤（Surfynol（商標）465（“S465”）もしくはSur
fynol（商標）440（“S440”））を、顔料（４質量％）としての国際公開第2007/053564
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ンブラックと共に含むインク組成物の物理的特性を与えている。表２から、全てのインク
組成物は同様の表面張力、粘度およびｐＨ値を有することを理解することができる。
【００５９】
【表２】

【００６０】
　図２は、２種の異なる紙（Xeroxおよび、Colorlok（商標）　Technologyで処理されて
いないHammermill copy plus）上に印刷された、Ｓ４６５またはＳ４４０を含む同じイン
ク組成物についてのドローダウンＯ．Ｄ．（GretagMacbethのSpectroEye（商標）分光光
度計）の棒グラフである。より低い溶解度のＳ４４０界面活性剤を含むインクのＯ．Ｄ．
は、Ｓ４６５界面活性剤を含むインクのそれよりもより高いことを理解することができる
。この２種の界面活性剤の間の有意な差異は溶媒／水混合物（ｐＨ、粘度、および表面張
力は類似している）への溶解度であるので、溶解度の差が、本発明の界面活性剤を含むイ
ンクについてのＯ．Ｄ．の向上に寄与していると結論付けることができる。溶解度のＯ．
Ｄ．への効果の更なる証拠として、図２には、２－ピロリドンを溶媒とした場合のＯ．Ｄ
．値は、グリセロールおよびエチレングリコールについての値と比較した場合には、より
劣ることが示されている。このことは表１のデータと整合しており、表１では、界面活性
剤は、２－ピロリドンに、全ての濃度で可溶であり、その溶解度は、凝集には不適であり
、そして従ってより低いＯ．Ｄ．値をもたらす。
【００６１】
例２
　この例は、本発明による溶媒系を組み入れたインクジェットインク組成物での、非コー
ト紙上での印刷性能を記載している。インクジェットインク組成物は、表３に列挙された
成分で調製された。これらのインク組成物は、室温で調製され、そして一晩撹拌された。
印刷試験は、Epson C88プリンタで、標準モードで行った。Ｌ＝０からＬ＝２２０の密度
くさび（wedges）をFinchインクジェット処理非コート紙上に印刷し（試料１および２な
らびに比較試料１～６）、そしてＯ．Ｄ．評価のために測定した。そのような紙としては
、向上したドット拡張（dot spreading）が望ましい。Ｏ．Ｄ．値は、次に印刷密度に対
してプロットした（図２～６）。Ｏ．Ｄ．は、SpectroEye（商標）分光光度計（GretagMa
cbeth）で測定した。ドットサイズおよびグレイ値（grey value）（グレイ値が低ければ
低い程、ドット密度はより高い）は、ImageXpert.によって測定した。
【００６２】



(18) JP 6194116 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

【表３】

【００６３】
　結果が表４に示されている。
【表４】

【００６４】
　表４において、「１－オクチル　２Ｐ」は、Surfadone（商標）LP-100であり、Silwet
（商標）68は、Ｍomentive Performance Materials, Inc.から入手可能なエトキシル化ポ
リシロキサンであり、そしてZonyl（商標）FSOは、DuPontから入手可能なエトキシル化ノ
ニオン性フルオロ界面活性剤である。
【００６５】
　表４には、特許請求した２種の界面活性剤系が、２つの機能：低減されたドットグレイ
値で示されているように、第１の界面活性剤によって高いドット密度を生み出すこと、お
よび平均ドットサイズによって示されているように、第２の界面活性剤によって速い拡張
（spreading）を可能とすること（これは非コート紙では有用である）を満足することが
示されている。両方の因子は、低い解像度における高いＯ．Ｄ．またはより速い印刷速度
をもたらすのに寄与する。
【００６６】
　図３は、試料１および比較試料１の結果についての、印刷密度に対するＯ．Ｄ．のプロ
ットである。図３に示されているように、試料１は、試験された印刷密度の全範囲に亘っ
て、顕著により高いＯ．Ｃ．を与える。同様に図４は、印刷密度に対するＯ．Ｄ．のプロ
ットであり、試料２および比較試料２の結果を比較しており、ここでも試験された印刷密
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度のほとんど全範囲に亘って、試料２についてより高いＯ．Ｄ．を示している。試料１お
よび比較試料３と４（図５）、ならびに試料１および比較試料５と６（図６）についての
印刷密度に対するＯ．Ｄ．のプロットは、印刷密度の全範囲について、より高いＯ，Ｄ．
を示している。
【００６７】
例３
　この例は、本発明による溶媒系を組み入れたインクジェットインク組成物での、コート
紙への印刷性能を記載している。インクジェットインク組成物は、表３に列挙された成分
で調製された。インク試料３および４は、表３に従って作られ、界面活性剤系としてS440
/Crodafos MPH1A（試料３）およびS440/QS 44（試料４；ＱＳ＝Triton（商標）QS-44（Do
w Chemical Company））が組み込まれている。比較試料１は、例２で調製されたように用
いられた。全ての３種のインク試料は、Verso Influence Glossオフセット紙上に印刷さ
れた。
【００６８】
図７には、Verso Influence Glossオフセット紙上のＬ＝１４０での試料３（右側）およ
び比較試料１（左側）の光学顕微鏡写真が示されている。コート紙では、光学密度は、発
生し得るインク液滴のパッドリング（puddling）の低減ほどには、典型的には大きな関心
事ではない。図７には、本発明の態様によって、試料３のインク組成物が、よりシャープ
な鮮明度のドットを生成しており、低減された量のパッドリングを示していることが示さ
れている。対照的に、比較試料１は、図７の左側の、より劣る解像度の画像によって解る
ように、コート紙上にパッドリングが発生する。目視検査で、試料４もまたパッドリング
が減少された（示されてはいない）。
【００６９】
　用語「a」および「an」および「the」の使用は、特に断りない限り、または文脈から明
確に否定されない限り、単数と複数の両方を包含すると理解されなければならない。用語
「含む（comprising）」、「有する（having）」、「含む（including）」および「含む
（containing）」は、特に断りのない限り開放型の用語（すなわち、「含むが、しかしな
がらそれらには限定されない」を意味する）と理解されなければならない。本明細書にお
ける数値範囲の記載は、特に断りのない限り、その範囲内に入るそれぞれの個々の値を独
立して表すための略記方法としての役割をすることが単に意図されており、そしてそれぞ
れの個々の値が、それが独立して本明細書中に記載されているのと同様に本明細書中に組
み込まれている。本明細書中に記載された全ての方法は、特に断りない限り、または文脈
から明確に否定されない限り、いずれかの好適な順序で行うことができる。本明細書中に
与えられるいずれかの、そして全ての例、または例示的な用語（例えば、「例えば」）は
、単に、特許請求した発明をよりよく説明することを意図したものであり、そして特に断
りのない限り、特許請求した発明の範囲に限定を加えるものではない。明細書中のいずれ
の用語も、いずれかの特許請求されていない要素が、特許請求した発明の実施に必須であ
ると示していると理解されてはならない。
　本発明は、以下の態様を含んでいる。
（１）（ａ）少なくとも１種の顔料；
　（ｂ）アルコキシル化アルキン含有アルキレンジオールおよびＮ－アルキルピロリドン
から選択された第１の界面活性剤、ここで該第１の界面活性剤は、５％グリセロール／水
混合物中に０．５％未満の溶解度を有している；
　（ｃ）以下の（ｉ）～（ｉｉ）から選択された第２の界面活性剤、
　　（ｉ）直鎖もしくは分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルを含むアセチレンアルコール、または
、
　　（ｉｉ）アルコキシル化リン酸エステル；ならびに、
　（ｄ）少なくとも１種の溶媒、
を含んでなるインクジェットインク組成物。
（２）（ｂ）中の前記第１の界面活性剤が、以下の構造：
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【化７】

　式中、Ｒ１～Ｒ５は、それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキルから選択
され、そしてｎおよびｍは、独立して、ｎ＋ｍ≧１であるように整数から選択される；
から選択される、（１）記載のインクジェットインク組成物。
（３）（ｃ）中の前記第２の界面活性剤が、下記の構造（ｉ）～（ｉｉ）：
　　（ｉ）

【化８】

　式中、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルから選択され、ここでＯＨが、該
Ｃ１～Ｃ１４アルキル中のいずれかの炭素に結合されていてよく、ｐは≧１であり、そし
てｑは１もしくは２である、あるいは、
　　（ｉｉ）

【化９】

および、それらの混合物、
　式中、Ｒ７およびＲ８は、独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ７アルキル、Ｃ５～Ｃ２０

アリール、Ｃ６～Ｃ２５アルカリル、およびＣ６～Ｃ２５アラルキルから選択され、ｒお
よびｓは独立して１～７の範囲の整数から選択され、そしてＭ＋は、対イオンである、
から選択される、（１）または（２）記載のインクジェットインク組成物。
（４）前記第１の界面活性剤が、構造Ａから選択され、かつｎ＋ｍが１～９の範囲にある
、（１～３）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（５）前記第１の界面活性剤が、構造Ａから選択され、かつｎ＋ｍが１～５の範囲にある
、（１～４）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
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から選択される、（１～５）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（７）前記第２の界面活性剤が（ｉ）から選択され、かつｐが１～５の範囲にある、（１
～６）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（８）前記第１および第２の界面活性剤の合計が、前記組成物中に、前記組成物の全質量
に対して０．０５質量％～５質量％の範囲の量で存在する、（１～７）のいずれか１項記
載のインクジェットインク組成物。
（９）前記インクジェットインク組成物が、水性分散液である、（１～８）のいずれか１
項記載のインクジェットインク組成物。
（１０）前記少なくとも１種の溶媒が、前記組成物中に、前記組成物の全質量に対して、
１質量％～６０質量％の範囲の量で存在する、（１～９）のいずれか１項記載のインクジ
ェットインク組成物。
（１１）前記第１の界面活性剤が、５％エチレングリコール／水混合物中に０．５％未満
の溶解度を有する、（１～１０）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（１２）前記第１の界面活性剤が、５％の２－ピロリドン／水混合物中に０．５％未満の
溶解度を有する、（１～１０）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（１３）前記少なくとも１種の溶媒が、グリセロール、アルキレングリコール、アルキレ
ンジオール、アルキレントリオール、２－ピロリドン、１－ヒドロキシエチルピロリドン
、キシリトール、およびソルビトールから選択される、（１～１２）のいずれか１項記載
のインクジェットインク組成物。
（１４）前記顔料が、前記インク組成物中に、前記組成物の全質量に対して、１質量％～
２０質量％の範囲の量で存在する、（１～１３）のいずれか１項記載のインクジェットイ
ンク組成物。
（１５）前記顔料が、自己分散顔料である、（１～１４）のいずれか１項記載のインクジ
ェットインク組成物。
（１６）前記顔料が、酸化カーボンブラックまたは有機基が結合された顔料から選択され
る、（１～１５）のいずれか１項記載のインクジェットインク組成物。
（１７）前記顔料が、ポリマー分散された、（１～１６）のいずれか１項記載のインクジ
ェットインク組成物。
（１８）（ａ）少なくとも１種の顔料；
　（ｂ）以下の構造から選択される第１の界面活性剤：
【化１０】

　式中、Ｒ１～Ｒ５は、それぞれ独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ２０アルキルから選択
され、そしてｎおよびｍは、独立して、ｎ＋ｍ≧１であるように整数から選択される；
　（ｃ）下記の構造から選択される第２の界面活性剤：
　　（ｉ）
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　式中、Ｒ６は、直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ１４アルキルから選択され、ここでＯＨは、該
Ｃ１～Ｃ１４アルキル中のいずれかの炭素に結合されていてよく、ｐは≧１であり、そし
てｑは１もしくは２である、あるいは、
　　（ｉｉ）
【化１２】

および、それらの混合物、
　式中、Ｒ７およびＲ８は、独立して直鎖および分岐Ｃ１～Ｃ７アルキル、Ｃ５～Ｃ２０

アリール、Ｃ６～Ｃ２５アルカリル、およびＣ６～Ｃ２５アラルキル、ｒおよびｓは独立
して１～７の範囲の整数から選択され、そしてＭ＋は、対イオンである、ならびに、
　（ｄ）少なくとも１種の溶媒、
を含んでなるインクジェットインク組成物。
（１９）前記第１の界面活性剤が、５％グリセロール／水混合物中に０．５％未満の溶解
度を有する、（１８）記載のインクジェットインク組成物。
（２０）前記第１の界面活性剤が、５％エチレングリコール／水混合物中に０．５％未満
の溶解度を有する、（１８）記載のインクジェットインク組成物。
（２１）前記第１の界面活性剤が、５％の２－ピロリドン／水混合物中に０．５％未満の
溶解度を有する、（１８）記載のインクジェットインク組成物。



(23) JP 6194116 B2 2017.9.6

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３】 【図４】



(24) JP 6194116 B2 2017.9.6

【図５】 【図６】

【図７】



(25) JP 6194116 B2 2017.9.6

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100173107
            弁理士　胡田　尚則
(74)代理人  100128495
            弁理士　出野　知
(74)代理人  100195213
            弁理士　木村　健治
(72)発明者  ティエンチイ　リウ
            アメリカ合衆国，マサチューセッツ　０１７１９，ボックスボロー，メイフェア　ドライブ　６３

    審査官  菅野　芳男

(56)参考文献  国際公開第２００６／１３７４１４（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第００／００４１０２（ＷＯ，Ａ１）　　
              欧州特許出願公開第０１０１３７２８（ＥＰ，Ａ１）　　
              特開２００２－０２０６７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００２／００７５３６９（ＵＳ，Ａ１）　　
              国際公開第０１／０６２８６２（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００３／００１９３９８（ＵＳ，Ａ１）　　
              国際公開第００／０７５２４５（ＷＯ，Ａ１）　　
              米国特許第０６８０２８９３（ＵＳ，Ｂ１）　　
              特開２００２－０１２８０４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｄ　　１１／３２６　　　
              Ｂ４１Ｊ　　　２／０１　　　　
              Ｂ４１Ｍ　　　５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

